
１．はじめに

島根県仁多郡では小面積ではあるが，火入れ→赤
カブ栽培→ヒノキ，クヌギ植栽という流れの火入れ
造林を行なっている．火入れの目的は火入れ後一年
間赤カブを栽培し，現金収入を得ることと植栽後の
下刈りの省力化を行うことである．一般に火入れに
よって土壌の有機物や窒素の大部分は消失するが，
P，K，Ca，Mgなどは灰として土壌に添加され，土壌
中の窒素は無機化が促進されることにより無機態窒
素が増加し，一時的に土壌の肥沃化がおこるとされ
ている．しかし，火入れによって裸地化した土壌は
侵食されやすくなり，供給されたミネラルなど養分
の流亡は降雨などによって促進される（宿，１９９７）．
一方で，作物の栽培によって，土壌からの養分の流
出を防ぐ効果が裸地に比べて大きいことも指摘され
ている（鎌田ら，１９８７）．第２の目的である下刈りの

省力化は人工造林を行う場合の大きな課題である．
火入れを行った造林地と一般の造林地で植栽後の植
生の回復による現存量の変化を明らかにすることは
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火入れの効果を検証する上でも森林生態系の物質循
環を考える上でも重要である．火入れ地拵えを行なっ
た場合と行なっていない場合の人工林における造林
木の成長に関するこれまでの研究では，火入れ，一
般造林地での植栽木の樹高および直径成長に大きな
差が見られなかったことから焼畑は長期的には森林
生産力には負の影響を与えないと考えられる
（宿，１９９７）と報告されている．また，原野（２００４）
は仁多の火入れ造林地での造林木の成長を比較する
と，一般造林地よりも成長が良く，火入れは造林木
の成長にとってプラスになると報告している．これ
に対して，１９９４年火入れの造林地で，萌芽・実生更
新による現存量の変化について調べたところ，火入
れが明らかに萌芽と実生の発生を抑制した（湯
原，１９９６）と報告している．また，宿（１９９７）は火
入れ前後の植生について火入れ後の経過年数の短い
２年生林分においては１年生草本が多く，木本では
耐火性の高い常緑広葉樹が多いと報告している．こ
のように火入れは短期間では植生の繁茂抑制効果が
あり，下刈りの省力化に有効であるといえるが，長
期間にわたって効果があり，造林木の成長に影響を
及ぼすかどうかについては十分に明らかにされてい
るとはいえない．
そこで，本研究では火入れ年度の異なる火入れ造
林地とそれに対応する一般造林地における造林木の
生長と地上部現存量の火入れ後１０年間の変化につい
て検討を行った．
本研究を進める上で，調査地の選定，施業履歴の
調査など多大なご協力をいただいた仁多郡森林組合

の小田川一徳氏に深く感謝の意をここに表します．

２．調査地および調査方法

調査地は島根県仁多郡奥出雲町に点在する火入れ
造林地と一般造林地に設定した（図１）．仁多郡はほ
ぼ全域が風化花崗岩を母材とする褐色森林土壌であ
るが，土壌中の養分は少ない．１９９４，１９９５，１９９８，
２０００，２００３年に火入れを行い，翌年にヒノキを植栽
した調査地を５ヶ所（以下 B９４，B９５，B９８，B００，
B０３とする），それに隣接する１９９４，２０００年にヒノキ
を植栽した造林地を２ヶ所（以下 NB９４，NB００とす
る）選定した（図１）．B９５の火入れ造林地で以外で
は火入れ後に赤カブ（Brassica rapa）を播種し，同年
の冬に収穫し，翌年の春にヒノキを植栽した．B９５
は赤カブの栽培は行なわれず翌年ヒノキが植栽され
た．各造林地の植栽後の下刈りは，植生の繁茂状況
を見て行なわれているが，火入れ造林地では火入れ
後１，２年目は行なわれていない．
各調査地の斜面上部と下部に１０m×１０mの方形プ
ロットを設定した．但し，B９８は斜面下部のみ，ま
た B０３は斜面上部のみにプロットを設定した．調査
地の概要およびヒノキの生育状況を表１に示す．
各プロット内のヒノキの樹高，胸高直径および地
際直径を２００４年４月と１０月に測定した．また，各
プロット内ではアカマツが天然更新していたので火
入れ・植栽年度の古いプロット（B９４，B９５，NB９４）
では全てのアカマツについて，その他のプロットで
は５個の方形区（１m×１m）内のアカマツについて樹

表１ 調査地の概要およびヒノキの生育状況

Plot
No.

火入
れ年

植栽
年

斜面
方位

斜面
位置

傾斜
（°）

火入れ
程度 林齢 D

（cm）
H

（m）
BA

（m２／ha）
立木密度
（本／ha）

B９４ １９９４ １９９５ 南
上部 ３３．０ 強度

１０
４．０ ３．６ ２．８７ ２０２１

下部 ２４．５ 強度 ７．６ ５．１ １５．６８ ３０６３

B９５ １９９５ １９９６ 南西
上部 ３１．０ 中度

９
１．８ ２．６ ０．９６ ２７８５

下部 ３２．０ 中度 ８．３ ５．４ ８．９７ １６５１

B９８ １９９８ １９９９ 南東 下部 １４．０ 不明 ６ ０．６ １．７ ０．０８ １７４５

B００ ２０００ ２００１ 南西
上部 ３３．０ 不明

４
０．３ １．３ ０．０２ ３５６７

下部 ８．０ 不明 ０．８ １．４ ０．０８ ２５３２

B０３ ２００３ ２００４ 南東 上部 ２３．０ 弱度 １ － ０．３ － ２１８０

NB９４ １９９４ 南
上部 ３８．０ －

１１
４．０ ３．５ ２．８８ ２０１４

下部 ２４．５ － ６．９ ５．０ ４．６５ １２１３

NB００ ２０００ 南西
上部 ３９．５ －

５
０．４ １．４ ０．０４ ３５１８

下部 １１．５ － ０．９ １．８ ０．２９ ３４５９
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高，胸高直径および地際直径を測定した．
造林木以外の植生の現存量を求めるために，各プ
ロットに２m×２mの方形区を５か所ずつ設け，ヒノ
キを除く全ての植生の地上部を刈り取り，木本，草
本，ササ，シダに分けた．木本は樹種別，萌芽およ
び実生に分け，全ての個体について同化部および非
同化部重量，樹高，地際直径を測定した．ササは全
体の葉および稈重量を測定し，草本とシダはそれぞ
れ全重量を測定した．それぞれについて乾物率を求
め，絶乾基準で重量を示した．ヒノキの現存量は調
査地内で伐倒したヒノキ４個体と原野（２００４）が伐
倒したヒノキ３個体の７個体について，アカマツの
現存量は方形区内に出現した全ての個体について測
定した葉，枝，幹の重量から求めた相対成長関係式
により推定した．

３．結 果

１）ヒノキの成長変化

表１に示したように各プロットのヒノキの立木密
度は１２００～３５００本／ha程度で，枯死あるいは下刈り
時の誤伐により，林齢の増加につれて減少する傾向
を示した．１０年間のヒノキの成長過程を比較するた
め図２に樹高の変化を示した．樹高は火入れ造林地，
一般造林地ともに植栽後の年数の経過につれて増大
し，斜面上部と斜面下部の間の差が徐々に拡大し，
両者の差は１．５mとなった．胸高直径についても樹
高とほぼ同様の傾向を示した．火入れ造林地と一般
造林地におけるヒノキの成長を比較すると，斜面上
部では明らかな差はみられないが，斜面下部では火
入れ造林地で成長が速かった．特に１９９５年の火入れ

はかなり強度なものとなったことがヒノキの初期成
長に影響を及ぼした結果と考えられる．

２）ヒノキの現存量変化

造林地の地上部現存量の変化をみる上で，量的に
重要となるのは植栽されたヒノキの現存量である．
そこでヒノキの現存量を調査地内で伐倒したヒノキ
７個体の D０２Hと幹・枝・葉の重量から求めた次の相
対成長関係式により推定した．

logWS＝１．０３９２・log（D０２H）＋０．９２２８
r＝０．９９９ p＜０．０００１

logWB＝０．７３４５・log（D０２H）＋１．２０５１
r＝０．９９６ p＜０．０００１

logWL＝０．６６８２・log（D０２H）＋１．６０７５
r＝０．９８７ p＜０．０００１

各プロットのヒノキの地上部現存量を図３に示し
た．ヒノキの現存量は，火入れ造林地，一般造林地
ともに年数の経過に伴って増加し，斜面下部では上
部に比べて多い傾向を示した．火入れ造林地と一般
造林地を比較すると，斜面上部ではヒノキの現存量
に大きな差はみられなかったが，斜面下部では火入
れ造林地で約６０t/haに対して一般造林地では２０t/ha

以下と少なかった．同化部と非同化部の割合は，林

図２ 調査地に植栽されたヒノキの樹高の変化 図３ ヒノキの地上部現存量の変化
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分の成長にともない非同化部分の割合が大きくなり，
一般に樹高が大きくなるにつれて林分の現存量に占
める枝，葉の割合が減少し，逆に幹の割合が増加す
るという傾向と一致する（佐藤，１９７３）．

３）天然更新したアカマツの成長と現存量

本調査地の伐採前の一般的な植生は尾根筋を中心
にアカマツが分布しており，各造林地の周辺にもア
カマツが残存している．そのため本調査地では天然
更新によりアカマツが侵入し，下刈り時にも刈り取
られずに残存したものが多かった．そこで，天然更
新したアカマツについてその他の木本とは区別して
検討する．表２にアカマツの本数密度，平均直径，
平均樹高を示した．火入れ直後のプロット（B０３）で
はアカマツの更新は見られなかったが，火入れ４年
目の B００では１６０００～１８０００本が更新していた．火入
れを行っていない造林地でもアカマツの更新は見ら
れるが半分程度であった．火入れによって林床の有
機物が焼失したことがアカマツの発芽に有利に働い
たと考えられる．火入れ後１０年を経過したプロット
でも斜面上部では２０００本以上が残存し，一般造林地
の４倍以上に達している．このように火入れ造林地
ではアカマツの更新が容易で，その後の下刈り時に
も刈り取られることが少ないと言えよう．更新した
アカマツは１０年経過した時点で樹高は平均２－４m

に達し，直径も５cmを超えている．
アカマツの現存量は，刈取り区に出現したアカマ
ツ全ての個体データから求めた次の相対成長関係式

により推定し，ヒノキの現存量とともに表３に示し
た．

logWL＝０．７８４０・log（D０２H）＋１．２２８１
r＝０．９６９ P＜０．０００１

logWC＝０．８３９６・log（D０２H）＋１．４１７３
r＝０．９８４ P＜０．０００１

アカマツの地上部現存量は火入れ造林地では斜面
上部で５t/haを超え，斜面下部でも１t/ha強に達して
いる．この値は後述するヒノキ以外の木本の現存量
の２０％程度に相当する．したがって，植栽木を除い
た造林地の地上部現存量の中で大きなウェイトを占
めている．

４）ヒノキ，アカマツ以外の植生の現存量

森林の伐採跡地に回復する植生は，造林地の場合
ヒノキなどの植栽木の他に天然更新したアカマツ，
実生更新による木本，萌芽更新による木本，草本，
ササ，シダなどに分けることができる．ヒノキ及び
アカマツについては前述したので，それらを除いた
木本，草本，ササ，シダについて検討する．表４に
それぞれの地上部現存量を示した．
各プロットに出現した木本の種数は実生更新によ
るものが１１～３１種，萌芽更新によるものが０～１０種
であった．実生更新のみの樹種は，アカマツ，イヌ
ザンショウ，クマイチゴ，コバノガマズミ，サルト
リイバラ，タラノキ，ヌルデ，ネムノキ，ハギ，ミ
ヤマガマズミ，ヤブコウジであった．萌芽更新によ
り出現した樹種はアセビ，ソヨゴ，ヒサカキ，リョ

表２ 調査地に天然更新したアカマツの生育状況

PlotNo. 斜面位置 立木密度
（本／ha）

平均樹高
（m）

平均胸高
直径
（cm）

平均地際
直径
（cm）

B９４
上部 ２，２５９ ２．０ ２．９ ４．２

下部 １０９ ４．３ ５．４ １２．１

B９５
上部 ９，８６２ ０．９ ０．５ １．５

下部 ９４３ １．２ ２．３ ３．２

B９８ 下部 ０ － － －

B００
上部 １８，０００ ０．３ － ０．９

下部 １６，０００ ０．２ － ０．８

B０３ 上部 ０ － － －

NB９４
上部 ５０３ １．４ － ０．６

下部 ２２１ １．０ － １．５

NB００
上部 １０，０００ ０．３ － １．９

下部 ８，０００ ０．２ － １．０

表３ ヒノキおよびアカマツの地上部現存量

Plot
No.

斜面
位置

ヒノキ現存量（t/ha） アカマツ現存量（t/ha）

同化部 非同化
部 計 同化部 非同化部 計

B９４
上部 ３．５１ ８．２４ １１．７６ １．８０ ３．９９ ５．７９

下部 １１．４６ ３９．１７ ５０．６３ ０．３９ ０．８８ １．２７

B９５
上部 ２．０７ ３．５２ ５．５９ ０．６５ １．１６ １．８１

下部 ８．０７ ２９．２４ ３７．３２ ０．１７ ０．３２ ０．４９

B９８ 下部 ０．８０ １．１０ １．９０ － －

B００
上部 １．１５ １．３９ ２．５４ ０．０４ ０．０６ ０．１０

下部 １．０７ １．５７ ２．６４ ０．０１ ０．０２ ０．０３

B０３ 上部 ０．０６ ０．０３ ０．０９ － －

NB９４
上部 ３．１８ ７．３７ １０．５５ ０．００ ０．０１ ０．０１

下部 ４．０５ １２．５８ １６．６３ ０．０１ ０．０１ ０．０２

NB００
上部 １．０９ １．２７ ２．３７ ０．１１ ０．２２ ０．３３

下部 １．６３ ２．２８ ３．９１ ０．０２ ０．０２ ０．０４
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ウブなどに限定されていた．萌芽は伐採前の林分を
構成していた樹種の切り株から発生したものであり
種が限られているために，実生に比べ樹種数が少な
いと考えられる．
木本の現存量は，火入れ造林地の斜面上部で同化
部が０．３～１．７t/ha，非同化部が０．２～３．５t/ha，斜面下
部で同化部が０．１～０．３t/ha，非同化部が０．２～１．２t/

haと斜面上部で多かった．一方，一般造林地では同
化部が０．２～０．８t/ha，非同化部が０．６～１．１t/haと火入
れ造林地に比べて少なく，斜面位置による違いも明
らかではなかった．火入れ造林地での木本の地上部
現存量は林齢とともに増加し続け，１０年目に斜面上
部，下部ともに最大となった．また，現存量が最大
となった B９５の調査地では，斜面上部で５．１９t/ha

と斜面下部の１．４３t/haの３倍以上，B９４の調査地で
は地上部現存量は減少したが，斜面上部で２．６９t/ha，
斜面下部で０．２７t/haの１０倍であった．これに対して，
一般造林地では植栽後４年目の NB００で地上部現存
量は最大となり，斜面上部と下部の差は見られなかっ
たが，植栽後１０年目の NB９４では斜面上部で斜面下
部の１．７倍と火入れ造林地ほど大きな差ではないが
斜面下部で現存量が減少した．この木本の地上部現
存量の斜面下部での減少及び斜面上部と下部の差の
拡大には，前述したヒノキの生長が影響しており，
ヒノキの現存量が斜面下部で上部より大きくなった
ことにより林床が暗くなったために木本植物の繁茂
が抑えられたためと考えられる．また，斜面上部で

は切り株からの萌芽更新が旺盛であることも斜面上
部での木本の現存量が多いことに影響している．
草本は火入れ造林地，一般造林地ともに出現した
が地上部現存量は少ない傾向を示した．斜面上部で
は火入れ後の年数の経過とともに増加する傾向が見
られ，斜面下部では上部と逆に年数の経過とともに
減少する傾向がみられた．伐採跡地の草本の現存量
は斜面下部で多く，上部ほど少なくことや，造林地
では植栽初期に草本の現存量が多いが造林木の生長
につれて減少することが報告されている（Ito，２００３，
清野，１９９０）．ここでは，斜面下部では比較的早くか
ら草本が出現するが，造林木の生長につれて減少し，
斜面上部では火入れ直後の数年間は草本が繁茂しに
くく，火入れの影響が消えた頃から草本が繁茂する
と考えられる．シダは全てのプロットでは出現せず，
斜面下部の造林木で林床が暗くなり，水分に恵まれ
たところに出現すると考えられた．
ササの現存量は一般造林地では火入れ造林地より
多く，斜面下部の方が斜面上部より多い傾向を示し
た．しかし，火入れ造林地では斜面位置との関係は
明らかではなく，年数の経過したところでは斜面下
部で上部より少ない傾向を示した．これには伐採前
にササが林床をどの程度被覆していたかという点
と，１９９５年火入れ造林地では強度の火入れとなった
ためにササの回復が遅れたことが影響したように，
火入れの程度が大きく関係すると言える．
植栽木を含めた地上部現存量合計の変化を時間の

表４ 調査地のヒノキ・アカマツを除いた地上部現存量

Plot
No.

斜面位置
草本

（t/ha）

シダ

（t/ha）

ササ 木本

同化部
（t/ha）

非同化部
（t/ha）

小計
（t/ha）

同化部
（t/ha）

非同化部
（t/ha）

小計
（t/ha）

B０３ 上部 ０．０４０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．３１０ ０．３９３ ０．７０３

B００ 上部 ０．１９３ ０．０００ ０．１３６ ０．０７６ ０．２１２ １．０３５ １．０１７ ２．０５２

B９５ 上部 ０．０５１ ０．０００ ０．２６７ ０．３４０ ０．６０７ １．６５５ ３．５３４ ５．１８９

B９４ 上部 ０．５９１ ０．１４９ ０．２７８ ０．２９７ ０．５７５ ０．８４６ １．８４７ ２．６９４

B００ 下部 １．７６６ ０．０００ ０．６３９ ０．３４２ ０．９８１ ０．３１７ ０．１９３ ０．５１０

B９８ 下部 ０．６０６ ０．１４７ ０．０６８ ０．１１０ ０．１７８ ０．１４２ ０．３９３ ０．５３５

B９５ 下部 ０．０１８ ０．０３６ ０．０１６ ０．０３３ ０．０４９ ０．２１６ １．２１４ １．４３０

B９４ 下部 ０．２４０ ０．０５９ ０．１５８ ０．１６０ ０．３１９ ０．０８８ ０．１７７ ０．２６５

NB００ 上部 ０．００６ ０．００１ ０．４９３ ０．５３４ １．０２７ ０．５９４ １．１２０ １．７１４

NB９４ 上部 ０．０１８ ０．０００ ０．７６１ ０．６９４ １．４５５ ０．６６３ ０．７７３ １．４３５

NB００ 下部 ０．０５３ ０．００３ １．２３２ １．１３５ ２．３６７ ０．７７９ １．０９１ １．８７１

NB９４ 下部 ０．００２ ０．０００ １．１１５ １．１６１ ２．２７６ ０．２５８ ０．６０３ ０．８６１
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経過と関係で見ると，図４に示したように火入れ造
林地では斜面上部，下部ともに増加を示し，斜面上
部ではヒノキとその他の植生の割合がほぼ一定で変
化した．これに対して斜面下部ではヒノキの生長が
良好なためにその他の植生の割合が徐々に低下した．
一般造林地では斜面下部と上部の現存量の比率が１．４
程度と火入れ造林地（現存量比率２．６）に比べて小
さかったがそれ以外の点ではほぼ同様の傾向を示し
た．

考 察

植栽木であるヒノキを含めた地上部現存量は，火
入れ造林地および一般造林地ともに年数の経過とと
もに増加した．植栽木であるヒノキの占める割合は
植栽後の年数の経過とともに増加し，火入れ造林地
で顕著な傾向が見られた．地上部現存量の変化傾向
を大きく左右しているヒノキの成長は順調であるが，
火入れ造林地では斜面下部で現存量の増加が顕著で
あった．火入れによって土壌中の窒素の無機化速度
が上昇し（宿，１９９６，１９９７），ヒノキの成長が促進さ
れたと考えられる．また，火入れ造林地の B９５，B

９４プロットでは天然更新したアカマツの現存量が，
特に斜面上部で多くなった．その結果，ヒノキを除
いた植生の地上部現存量は火入れ造林地の斜面上部
で増加した．アカマツは天然下種更新が容易な樹種
で，伐採跡地に更新してくる．また，火入れのよう
な林床の攪乱によって種子の発芽，実生の定着が促
進される（井上，１９６０）．アカマツは極陽性の先駆種
であり成長が速く，松枯れ跡地を伐採後にヒノキの
造林をしたところで残存アカマツから下種更新した
アカマツが造林木のヒノキの成長を上回り，アカマ
ツ－ヒノキの二段林になる場合も見られる（片
桐，１９８７）．それ故，下刈り時にアカマツが刈り取り
を免れた場合その現存量は急速に増加することによ
るものと考えられる．
次に地上部現存量の多いものはヒノキ，アカマツ
を除いた木本であった．造林地での木本の更新には
切り株からの萌芽更新，実生更新があるが，斜面上
部では切り株からの萌芽更新が優勢であった．広葉
樹林の伐採跡地での切り株からの萌芽更新は斜面上
部に分布するコナラ，リョウブ，エゴノキ，ヤマザ
クラなどの樹種で容易で，伐採直後に多くの萌芽枝
を発生させることが報告されている（嶋ら，１９８９，片
桐，１９８６a）．萌芽更新で見られた樹種数は実生更新
による樹種数より少なく，伐採・火入れ前から存在
していた樹種に限られている．その中で特に多く見
られたのが火入れ造林地においてはソヨゴであり，
非常に耐火性が強い常緑広葉樹である（宿，１９９７）
ためと考えられた．また，火入れ造林地の斜面上部
においては火入れ後１年目のプロットで萌芽の現存
量が実生よりかなり大きく，火入れ後３年目では実
生の現存量が急激に増加した．これは廣野ら
（２００１）が山火事直後は萌芽由来の現存量が多いが，
その後は実生の発生と定着によりこれらの現存量が
急激に増加したと報告している点と一致している．
一方，植栽直後には斜面下部では木本の現存量が上
部に比べると増加しない．斜面上部では萌芽更新に
よる植生の回復が見られるが，斜面下部では実生更
新によるものが多く，草本との競争にあるため木本
の成長が遅れるためと考えられる．片桐ら（１９８５a），
片桐（１９８６b）は伐採跡地の植生の回復は，斜面下部
では草本によるところが大きく，斜面上部では萌芽
更新した木本によるところが大きいと報告している．
火入れ造林地と一般造林地で大きく異なったのは
ササの現存量とササの占める割合であった．本研究

図４ 調査地の地上部現存量の変化
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の調査地ではササは伐採および火入れ前に存在して
いた．ササは地下茎に形成される芽から新稈が発生
し，個体数を増やすが（佐々木，１９９４），火入れ造林
地では，地上部および地下部の一部が焼失したため
ササの回復が遅かったのに対して，一般造林地では，
ササの回復が速く，毎年下刈りによって刈り取られ
るが地上部のみであるためササを消滅させることに
は至らなかったために，ササの現存量が一般造林地
で火入れ造林地より多くなったと考えられる．
草本の現存量は火入れ後４年目の火入れ造林地で
多かった．火入れによって下層植生が除去され，種
子生産量・種子散布力の大きい１年生草本が成長す
るためである（宿．１９９７）．火入れ造林地では斜面上
部よりも下部で多い傾向を示したが，皆伐跡地にお
ける草本の繁茂は斜面下部で上部より多く，しかも
伐採後の年数の経過とともに減少する（片桐．１９８５a）
という報告と一致している．また，火入れ後９年目
の火入れ造林地の斜面上部においても現存量が大き
かったが，ススキの繁茂が部分的に多く，風化花崗
岩地帯の火入れ跡地のような痩せた土壌でもススキ
が生育できたためと考えられる．一方，一般造林地
において草本はほとんど見られなかったが，NB００プ
ロットが植栽後４年を経過し，草本現存量の減少段
階に入ったことと，林床に繁茂していたササが草本
の侵入を防いだためと考えられる．シダについては
斜面下部ではワラビ，斜面上部ではコシダが一部の
プロットでみられただけであった．
人工造林地では，植栽後しばらくは下刈りを行う
ために下層植生の現存量の増加は抑制される．下刈
りが中止されると下層植生の増加が始まるが，林分
の成長が進むと林内の下層植生は減少に転じる（片
桐，１９８５b）．この傾向は植栽木の成長の良好な斜面
下部で顕著に見られる．本研究の火入れ造林地でも，
斜面下部でヒノキの成長が良好であり，現存量の増
加が著しかった．下層群落の被覆率や葉の生産量に
は光条件が影響し，間伐の遅れた林分では下層群落
が減少するとされている（清野，１９９０）ように，１０
年も経過すると林床の照度が低下し，林床の下層植
生が非常に少なくなり，単純なヒノキ林となってい
る．これに対して，斜面上部では天然更新したアカ
マツやその他の木本植物の現存量が５０％近くを占め
て，下層植生の多様性が保たれている．したがって，
斜面下部では，ヒノキ造林地で一般的に問題視され
る地力の低下を防ぐためにも，林床の植生が減少し

始めた現段階で間伐などの施業を行うことが必要で
あろう．
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